



























支援がある（Maggin et al., 2012）。相互依存型集団随伴性とは、集団のメンバー全員の遂
行成績によって、集団のメンバー全員が報酬を得られるかどうかが決まる強化随伴性操作
である（Litow & Pumroy, 1975；Maggin et al., 2012）。 
近年、相互依存型集団随伴性を用いた階層的支援に関する研究も始められている（例えば，
Kamps et al., 2011）。小学校通常学級に階層的支援に基づく相互依存型集団随伴性を適用












からの報告を促進する支援方法としてトゥートリング（tootling；Skinner et al., 2000）手
続きも用いられ、その効果として学級全児童の援助報告数が増加することが実証されてい






















研究 2（第 4章）では、研究 1の追試を異なる場面及び標的行動で行った。また、対象と
なった発達障害児童の人数を拡大し、知的障害児童も対象に加えた。その結果、研究 1とは
異なる場面及び標的行動について、相互依存型集団随伴性に基づく支援によって、学級全児
童並びに発達障害児童 4 名と知的障害児童 1 名の行動変容が促されたことが明らかになっ






研究 3 及び研究 4 では、学級全児童の行動変容に伴う漢字テスト成績への波及効果を検
討することを目的として、以下の事例研究を実施した。 





































 研究 1、研究 2、研究 3、及び研究 4の社会的妥当性アンケートの結果から、担任からの























は、1 つの学年に 2～3 学級の通常学級があり、特別支援学級が設置されている一般的な小
学校であるといえるが、特別支援学級が設置されていない小学校や小規模の学校も存在す
る。そのため、本研究結果の一般性を高める上では、規模等の異なる複数の小学校において
も実施することが必要である。 
 
